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電磁界は 2 つの複素変数で表わされているが、正則関数論を適用するためには 1 つの複素変数でな
ければならず、そのため、 2 つの複素変数をもっ電磁界を 1 つの複素変数の関数(正則関数)に変換





Posts について解いている。 これらは、 lnductive Posts に対してはその大きさについて 2 次の








されたが今日まで成功しなかった。 Vekua は有限な領域内の波動関数 u (x， y) に対して、複素変数
Z=x廿y の正則関数岳 (z) を一対ーに対応させることに成功した。本論文はこの仕事を発展させて
無限遠での放射条件を満足する波動関数 u に対応させる正則関数舎の表示式を得ることに成功した。
そして Z平面上の与えられた境界を等角変換によって w平面上の単位円上に写像し、 w平面上でφ と
u とを簡単に求め得ることを示した。更にこの新しい手法によりストリップ導体による平面波の散乱
問題、方形導波管内に挿入された容量性および誘導性の柱状導体による散乱問題、方形導波管と電磁
ホーンとの接続問題等を従来のものより高い精度で解き、電磁波工学上重要な知見を加えた。このよ
うに本研究は電磁界理論に大きく貢献するものである。
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